
2025年 9月１7日 №５ 

逗子市立久木小学校 

逗子市久木 2-1-1  

８７３－２０5４ 
学校ホームページ 

https://www.city-zushi.ed.jp/e-hisagi/ 

★保護者の皆様にお願いです。★ 
来校者にあいさつや声掛けを行う事の重要性を改めて確認しました。 

先の学校だよりでも、保護者証がないために、児童が不安になる事例があったことをお知 

らせしました。保護者の皆様が来校される際には、必ず保護者証の着用をお願いいたします。 

 

８月２９日（金）PTA企画のペンキ塗りが行われ

ました。場所は、教室棟３階の６年生前の廊下で

す。暑い中でしたが、大人も子どもも楽しんで作業

に取り組む様子が見られました。真っ白いペンキで

塗られた壁のせいか、廊下が明るくなり、子ども達

も学校生活を気持ちよく過ごすことができていま

す。道具やペンキの調達、前日の準備など中心とな

った企画してくれた役員さん、本当にありがとうご

ざいました。また、当日参加してくれた保護者の方

もありがとうございました。また、何かありました

らご協力をお願いいたします。 

8 月 25 日（月）、逗子市西部（久木中学校、小坪小学校、久木小

学校）の3校の教職員と各校学校運営協議会委員、地域の方々など約

10０名が集まり熟議を行いました。第１部は「どんな子どもに育っ

て欲しいか」を、第 2 部はそれぞれ「防災」「学び」「学校行事」「学

校運営」をテーマに話し合いました。それぞれの地域や立場の思いや

願いを交流することができ、とても有意義な会になりました。今後

は、この熟議を通して見えてきた課題について協議を重ねていく予定

です。ご興味のある方は、久木小学校ＰＴＡまたは学校までお問い合

わせください。 

 

 

 

 

 

 

もう 9月も半分が過ぎました。今年も暑い日が続いた夏休みでしたが、楽し

い思い出を作ることができたでしょうか。 

夏休み中のニュースでは、雨による災害や水辺の事故など、悲しい内容の報

道が多々みられましたが、久木小学校の児童については、そのような悲しい知

らせは届きませんでした。ご家庭や地域の方々の見守りのおかげです。ありが

とうございました。久しぶりに登校した子ども達は、少し背が伸び、変わらない笑顔で、安心

しました。友だちや先生との久しぶりの再会を喜んでいる様子でした。 

『思い出貯金』を時々話題にしながら、楽しい学校生活を『ともに』作っていきたいです。 

★職員向け不審者対応訓練を行いました  

毎年夏休み期間に、逗子警察の方をお呼びして、校内で訓練を行っています。不審者侵入に備

えて適切な対応を行えるようにすること、緊急連絡・役割分担の確認をして、児童の安全確保や

避難の方法を理解することを目的に行っています。 
 

 

 

 

 

★逗子市西部コミュニティスクール『熟議』開催について 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★PTAペンキ塗りについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



後期から、登下校時に使用する門が変わります。変更の理由としては、朝は給食の納入業者の車

の出入りが多く安全面で不安があること、中学校に向かう生徒とハイランド方面から来る児童が交

錯して通学路が混雑し危険な状態になること等からです。 

また、3,4,5年生が使用している東側昇降口では、両方向から児童が出入りするため、ぶつかり

そうになるなど危険な場面が見られていました。通用門の変更に伴い東側昇降口は、校庭側のみを

開錠する運用といたします。 

学校でも子ども達に指導を行ってまいりますが、ご家庭でもお話しくださいますようお願いしま

す。なお、他の門につきましては、これまで通りの運用となります。 

10 月 10 日まで使える門 10 月 1４日から使える門 

★校内授業研究について 
先生方の授業力向上を目指し、毎年テーマを決めて授業研究会を行っています。今年は、 

髙木展郎先生を講師に迎え、子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」をめざして「聴く・

話す活動」を中心に研究を進めています。9月 8日（月）の授業研究会では、講師の先生に

よる授業参観と、『子どもたちが主体的に学ぶ授業づくり』ついての講演がありました。 

これからの授業は、これまでの「教える授業」から「子どもが自ら学ぶ授業」へと変わって

いく必要があり、私たちが受けてきた授業と同じではいけない。

なぜなら、時代が大きく変化する中で、子どもたちに必要な力も

変わってきているからです。 

  子どもが自分で考え、自分の言葉で説明する力を育てる授業

を目指し、「どうする？」「どうして？」「なぜ？」「わけは？」

「だから？」「どうしたい？」「どういうこと？」といった問い

かけを通して、子どもが主体的に考え、学べるような授業づく

りに取り組んでまいります。 

  ぜひご家庭でも、お子さんが自ら考えられるような声かけを

意識し、主体性を育むサポートをしていただければと思います。 

 

★あゆみについて 
１０月にお渡しする「あゆみ（通知表）」についてお知らせします。 

前期は、教科ごとの観点別の評価についてのみ記載し、学校生活の様子（所見）についての

記載は後期のみとなります。 

ご家庭では「後期にがんばりたいこと」を児童が記入し、「お子さんへの励ましの言葉」

を保護者にご記入頂きます。後期の始業式に持たせてください。 
【後期のみの記述】 

１年・２年 学校生活の様子（所見）・特別の教科 道徳 

３年・４年 学校生活の様子（所見）・特別の教科 道徳・総合的な学習の時間・外国語活動 

５年・６年 学校生活の様子（所見）・特別の教科 道徳・総合的な学習の時間 
※１０月にお配りするおたより「久木小の「あゆみ」について」もあわせてご覧ください。 

 

★登下校で使用する門が変わります 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★教職員のスマートフォンなど携帯電話の所持について 
  本校では、教職員の教室内などでのスマートフォンや携帯電話の所持・使用を原則として禁

止しております。しかしながら、校内にインターフォン等の設備が整っていない関係上、緊急

時における情報伝達手段として、教職員がやむを得ずスマートフォンや携帯電話を所持する場

合があります。 

また、校外学習や遠足などの校外での活動の際には、教職員同士の連絡手段としてスマート

フォンや携帯電話等を所持・使用することがございます。ただし、スマートフォンや携帯電話

による写真・動画撮影は、一切行わないこととしております。なお、校外学習 

先からのご家庭への連絡は、学校電話または学校携帯電話からいたします。 

何卒ご理解賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

★12 月までの主な行事予定  

９ 

月 
３日（水） 給食開始 

2４日（水）～ 
10 月９日（木） 

水泳学習 

10

月 

３日（金） 
６年修学旅行 

５年林間学校説明会 
４日（土） ６年修学旅行 

6日（月） 6年修学旅行代休 １０日（金） 前期終業式（４時間授業） 

14日（火） 後期始業式（４時間授業） 16 日（木） ２年遠足（江ノ島水族館） 

2２日（水） ４年遠足（宮ケ瀬ダム） 2４日（金） 
１年生 秋の遠足 

（晴：津久井浜観光農園） 

（雨：八景島シーパラダイス） 

29日（金） １年交通安全教室 
30 日（木）～ 

11 月 1 日（土） 
学校へ行こう週間 

11

月 

１日（土） 土曜参観 ４日（火） 土曜参観代休 

12日（水） ４年遠足（宮ケ瀬ダム） 13日（木） ３年遠足（野毛山動物） 

14日（金） ４年生市内合同音楽会 16日（日） ５年林間学校（愛川ふれあいの村） 

17 日（月） ５年林間学校（愛川ふれあいの村） １8日（火） 林間学校代休 

12 

月 

2 日（火）～ 

11 日（木） 

個人面談 

（8 日（月）、10 日（水）を除く） 
22 日（月） 給食終了 

25 日（水） 冬季休業開始  ～1月 7日（水）まで 

※詳しくは，毎月発行される学年だよりをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み直前の 7月の会で、「熱中症に注意すること」「安全に気を付けて過ごすこ

と」のほかに、「思い出貯金をしてください」という話をしました。「思い出貯金」と

は例えば、お家の手伝いをしたこと、家族と出かけたこと、本を読んで感動したこと

など、心に残る出来事を積み重ねていくことです。 

学校から少し離れ、自分の時間を過せる「夏休み」の期間は、たくさんの思い出貯

金をする絶好の機会です。貯金になるのは、大きな出来事ばかりではありません。日

常の中で感じたささやかなこと、ゆったりとした時間の中で見たり感じたりしたこと

など、そうした日々の小さな経験もすべて「貯金」になります。この「貯金」が、い

わゆる「学習」だけでは得られない潜在的な力となり、今後の 

学校生活を支える大切な糧となっていきます。 

学校は、子ども達、保護者の皆様、地域の方々、そして私たち教員が 

ともに力を合わせてつくっていくものです。９月からも「ともに考え」 

「ともに学び」楽しい学校をみんなでつくっていきましょう。 

 


